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北区は現在でも下町らしい人情の残っている地域だと思います。今回、地域

の大人が地域の子どもを応援する、あたたかい人間関係をもとにした北区らし

い基金が出来たと聞きました。人と人との繋がりを大切にする基金をもとに、

これから支援の輪を広げていただきたいと思います。私も応援しています。

西ケ原小学校の技科の授業で、鍛金の指導を通して数年間子どもと関わった

ことがあり、子ども・若者を応援する基金が出来たことは、とても嬉しいです。

私自身、鍛金という仕事で「誰にも負けたくない」「ひとがやらない仕事をし

よう！」と信念を持って取り組み、若い頃から修業を頑張ってきた経験があり

ます。ぜひ、未来を担う若者たちがチャレンジしたり、頑張ったりする事を応

援する基金にしてください。

子どもたち、若者たちを地域で支える仕組みが良いですね。

私もプロ歌手を目指して頑張る若者を応援する北区での「新人歌手発掘オー

ディション」に携わった経験があり、そこで大賞に輝いた若者は、現在ではプ

ロの歌手として活躍をしています。

この基金も、子ども・若者の夢を応援する基金に育ってほしいと思います。

自分がサッカーを続けている中で、一緒に何かを出来る仲間がいることや、

その活動を支えてくれる大人たちがいることが、本当に支えになりました。

ホームタウンである北区に、子どもや若者を支援するこのような取り組みが

あることは、とても誇らしいですし、長く続くよう 日テレ・東京ヴェルディベ

レーザ もチーム全体で応援します。

これまで様々な土地を題材とした唄を歌う機会があり、それぞれの土地を大

切に思っている人にたくさん出会ってきました。地元を大切にする人たちの気

持ちはとても大きな力になると感じています。

この基金も北区を大切に思っている人たちに支えられ、大きくなって欲しい

です。私も応援しています。

令和 3 年まで４年以上にわたり、北区でご活躍の方々をお招きして、お話を

伺うトーク番組で MC をつとめさせて頂き、北区のこども食堂にもささやかで

すが支援物資をお届けさせていただくボランティア活動をさせていただきまし

た。今回の基金は子ども・若者を直接支援するだけでなく、地域支援活動を支え

るとお聞きし、多くの方々に知っていただき、応援してもらいたいと思いました。

現在、岸田総理が設けた「新しい資本主義実現会議」の民間メンバーとして

「人への投資」について討議しています。これからの令和日本という新しい時代

における新しい社会を導く主役は、もちろん現在の「子ども・若者」です。彼ら

の、これからの活躍や発展を支える応援基金が、日本資本主義の原点を築いた

渋沢栄一が住居を構えていた北区で設置されたことは必然だったのでしょう !

渋沢栄一先生にゆかりのある北区で、子ども・若者を応援する基金が出来た

んだって！　栄一先生は全国社会福祉協議会の前身である、中央慈善協会の初

代会長も務められていたので、とても縁を感じたよ。これからの未来を担う次

世代の応援を、地域の大人が支える素晴らしい仕組みを僕も応援します！

（女優、歌手、北区アンバサダー）

（鍛金家、人間国宝、北区名誉区民、名誉都民）

（歌手、北区アンバサダー）

（女優）

（シブサワ・アンド・カンパニー株式会社　代表取締役）

（東京北区渋沢栄一プロジェクト広報キャラクター）

（作曲家、北区アンバサダー） （サッカー選手【日テレ・東京ヴェルディベレーザ】）
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北区にゆかりのある著名な方々に応援コメントをいただきました 
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「北区の子ども、若者たちを地域みんなで育てていこう。」そんな思いがあつまる

子ども・若者応援基金になればと思います。基金の事業を通して、子どもたちが

たくさんの人と出会い、いろんなチャレンジをし、失敗したり、励ましたり、励ま

されたり、いろんな経験をして、たくましく育っていくのを、みんなで応援してい

きましょう。今の北区は子ども、若者たちのふるさとです。それぞれのチャレンジ

や体験が、地域の人の顔とともに懐かしく思い出される、そんなふるさと北区を

みんなで創っていきましょう。

基金設立発起人 ご寄付のお願い

（上段左から。　※肩書、役職は運営委員会設置時点〈令和 3 年 4 月〉）

加藤 和宣（北区青少年滝野川地区協議会　会長／基金運営委員　副委員長）

松本 晴光（北区町会自治会連合会　会長）

鈴木 將雄（北区青少年東十条地区委員会　会長）

恒松 晃（東京都北区青少年委員会　会長）　

鈴木 心一（王子地区民生委員児童委員協議会　主任児童委員）

五十嵐 タミ（北区民生委員・児童委員協議会滝野川地区　副会長）

徳永 洋子（ファンドレイジング・ラボ　代表）

長田 真知子（特定非営利活動法人 でんでん子ども応援隊　理事長）

渡邉 麻純（非営利活動法人彩結び　理事）

佐古 恵子（北区で子どもの遊ぶ場をつくる会　代表）

濱川 俊（東京商工会議所北支部　副会長）

古本 雅裕（東京青年会議所北区委員会　委員長）

北区子ども・若者応援基金設立にあたって
小田川華子　（北区子ども・若者応援基金運営委員長／東京都立大学非常勤講師）　

基金はみなさまからのご支援で成り立っています。
いただいたご支援は、個人、団体への直接助成、子ども・若者の支援者の育成、基金運営事業
などで活用をさせていただきます。

個人の方からのご支援

ご支援額について

ご支援の方法

銀行振込口座

郵便振替口座

※ 5,000 円以上もしくは、毎月のご支援を継続いただいた方には、「子ども・若者応援基金」の年次報告書をお送りする予定です。
※ 10 万円以上のご寄付の場合、北区社会福祉協議会より感謝状をお渡しさせていただきます。
※領収書、税額控除証明書、きたふくしへの掲載をご希望の場合は、メールまたはお電話でご連絡をお願いいたします。

城北信用金庫・王子営業部
【口座番号】（普）0048364　【名義】シャカイフクシホウジン　キタクシャカイフクシキョウギカイ

ゆうちょ銀行
【店名】一三八（イチサンハチ）　【店番】138　【口座番号】（普）1032827

【記号】11350　【番号】10328271

※振込、振替の手数料は、恐縮ですが、ご寄付者様がご負担くださいますよう、お願いいたします。

【お問合せ】担当：北区社会福祉協議会子ども・若者応援基金　
TEL 03-3906-2352 / E-mail kodomo@kitashakyo.or.jp

現金でのご寄付

1,000円

北区社会福祉協議会の
窓口までお越しください

当会HP・基金専用ページ
よりお手続き

ゆうちょ銀行／
城北信用金庫でお手続き

郵便局備え付け用紙で
ご寄付ください

銀行振込

5,000円

クレジットカード

2,000円

郵便振替

10,000円 10,000円以上
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企業、団体様からのご支援 その他のご支援方法

ご協力いただいた企業様、団体様への対応例

冊子バナー掲載時 ロゴの活用

【企業・団体様ご支援窓口】
北区社会福祉協議会子ども・若者応援基金
TEL 03-3906-2352 　E-mail  kodomo ＠ kitashakyo.or.jp

子ども・若者応援基金は企業の皆様からのご支援もお願いしています。
ご支援の方法として、資金のご寄付のほか、子どもたちへのサービスや体験プログラムのご提供、
広報・宣伝へのご協力といった直接的なご支援をお受けしています。ご協力をいただけた企業・
団体様には当会 HP へのバナー掲載と、次年度の基金紹介冊子へのお名前の掲載をさせていただ
きます。
本基金へのご支援は「損金算入」いただくことが出来ます。

寄付者向け冊子に、団体等のバナーを掲載

させていただきます。

基金のロゴについて、パートナー、協賛、

サポーターとして参加されていることを対象

団体様の HP 等の広報物にてご紹介いただけ

ます。

【バナーサイズ】
協賛金15万円以上：縦52mm×横179mm
協賛金10万円以上：縦29mm×横87mm
協賛金5万円以上：縦16mm×横55mm

※ロゴ、企業名をお載せいただきます。
※枠内に収まれば、ポイント、文字数等自由です。
※冊子制作のタイミングにより掲載時期が異なります。

※ロゴの使用については、カラー、グレースケー
ル等、使用する色に指定があります。

支援属性 属性の基
金HP表記

社協と
HPリンク

基金ロゴ
使用

活動
報告書

紹介冊子
掲載

報告会、
発表会ご

招待
感謝状

社協HPに
て支援団体
活動紹介

子ども・
若者活動

連携

イベント等
での団体
名ご紹介

パートナー
企業様 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯※1 ◯ ◯ ◯

協賛企業様 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯※1 ◯

サポーター
企業様 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

※ 1  感謝状は 10 万円以上のご寄付をいただいた場合にお渡しします（贈呈式をご希望される場合はご連絡ください）。

「カイトリ」での支援 バザーなどの売上で支援

遺贈寄付

ご遺族が相続財産の一部を寄付

子ども・若者応援基金は「カイトリ」プログラム

に参加しています。

ご家庭から持ち寄った品を「カイトリ」を活用し

て基金に寄付いただくことができます。学校などで

カイトリプログラムを利用したイベント等を開催す

る場合は、内容についてご相談ください。

※買取りできない品物もありますので、詳細は、

QR コードからご覧ください。

学校などで行うバザーの売上の一部を、子ども・

若者応援基金のために活用することができます。ま

た、自治体・学校などでのイベントでの募金活動

や広報活動を通じて、支援することも可能です。

必要に応じて、広報物やロゴなどを使用していた

だけます。ぜひ、一緒に、子ども支援の輪を広げ

てください。

生前にご本人のご意思として、遺産の一部また

はすべてを託していただく寄付です。子どもの未来

のために、あなたのあたたかい思いをおつなぎしま

す。 

ご連絡をいただければ北社協が趣旨と流れにつ

いてご説明をさせていただき、ご寄付までのサポー

トをさせていただきます。

相続された財産を寄付することによって、故人の

思いを未来の子どもたちややさしい地域づくりのた

めに活かすことができます。相続財産や香典の一

部を、ご寄付いただく意向も強くなっています。

寄付ご相談窓口
［北区社会福祉協議会子ども・若者応援基金］

TEL : 03-3906-2352
E-mail：kodomo ＠ kitashakyo.or.jp

ロゴ ○○株式会社（団体名） 
10 万円以上は一言メッセージが入ります 



私たちは子ども・若者応援基金を応援しています。

与楽寺

東福寺

子ども・若者応援基金の支援の輪が広がっていくことを応援しています。

東京都北区田端1-25-1

さまざまな経験・体験が子ども・若者の成長に寄与することを願っています。

東京都豊島区大塚1-26-10


